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2. 矢作ダム貯水池濁水対策
2-1 矢作ダムの水理・濁水特性

2-1-1 出水規模の状況
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図2-2 年別の出水規模βの出水発生頻度①
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図2-2 月別の出水規模βの出水発生頻度②



2-1-2 貯水池内の水温鉛直分布状況

図2-3 貯水池内の水温鉛直分布（ダムサイトから上流1.0ｋｍ地点：Ｈ11年）①
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図2-3 貯水池内の水温鉛直分布（ダムサイトから上流1.0ｋｍ地点：Ｈ12年）②
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2-1-3 出水前後の貯水池内の濁度分布状況
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出水規模：β=0.85　　　　　　ピーク流量：314.65m3/ｓ（4月15日）
総流入量：51.19×106ｍ３　放流状況：下段（4.14-17）,コンジット（4.14-16）
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出水規模：β=0.35　　　　　　ピーク流量：247.80m3/ｓ（3月20日）
総流入量：16.87×106ｍ３   放流状況：下段
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総流入量：51.19×106ｍ３　放流状況：下段（4.14-17）,コンジット（4.14-16）
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表2-1 代表的な出水時前後における貯水池内の濁度鉛直分布の変化（春3-5月）
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総流入量：14.31×106ｍ３　放流状況：上段
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出水規模：β=1.02　　　　　ピーク流量：213.38m3/ｓ（6月22日）
総流入量：48.93×106ｍ３ 放流状況：上段（6.19-23）,下段（6.24-25）,コンジット（6.22）
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表2-1 代表的な出水時前後における貯水池内の濁度鉛直分布の変化（初夏6月）



表2-1 代表的な出水時前後における貯水池内の濁度鉛直分布の変化（夏7-8月）
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表2-1 代表的な出水時前後における貯水池内の濁度鉛直分布の変化（秋9-10月）
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出水規模：β=3.84　　　　　　ピーク流量：1188.01m3/ｓ（9月22日）
総流入量：184.92×106ｍ３ 放流状況：上段（9.20-22）,下段（9.23-10.6）,コンジット（9.22-29,10.1-2）
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2-2-1 これまでのモデルの概要

2-2 矢作ダムの濁水モデルの検討

表2-2 貯水池水質予測計算モデルの特徴

      モデル 
項 目 

鉛直一次元モデル 鉛直二次元モデル 鉛直三次元モデル 

タイム・ステップ 大 小 小 

計算時間 小 大 極大 

水温・濁度 鉛直 密 密 密 

の分析 縦断 なし 密 密 

 横断 なし なし 密 

計算条件としての 
貯水池分割 

貯水池を鉛直方向にコン
トロール・ボリュームに分割
して計算 

貯水池内を鉛直・縦断方向
に切り、各々を一つのコント
ロール・ボリュームに分割し
て計算 

貯水池内を鉛直・縦断・横
断方向に切り、各々を一つの
コントロール・ボリュームに
分割して計算 

結果の特徴 長期的な貯水池の挙動を表現できる 

モデルの適用例 

水質悪化の可能性があり、
長期的かつ平均的な水質変
化を把握する必要のあるダ
ム 

鉛直一次元モデルに追加
し、貯水池延長が長く、水質
の縦断変化を把握する必要
のあるダム 
また、貯水池内対策（曝気

循環、分画フェンス等）での
予測をする必要のあるダム

二次元モデルに追加し、貯
水池幅が広く水質の横断変
化を把握する必要のあるダ
ム 

 



←流入境界

矢作ダム

図2-5 貯水池平面分割



表2-3 再現計算ケース

ケース 発生年月 日平均ピーク流入量 回転率 時期

小規模 平成14年7月 119m3/s程度 0.3 梅雨

中規模 平成13年8月 367m3/s程度 0.8 夏 

大規模 平成11年6-7月 569m3/s程度 2.6 梅雨



2-2-2 モデルの変更点
特徴
・出水時及び出水後数日間に絞った検証計算の実施
・貯水池3km地点を境界としたモデル
課題
・中大規模の出水での再現性はあるが、小規模の出水での再現性があまりよくない。
・貯水池内の3kmで粒度分布等の流入条件を与える方法は好ましくない。
・貯水池ブロックを河川部分まで伸ばす必要がある。

・年間を通じた濁水現象の再現及び予測の実施
（事業効果の算出及び運用方法の検討を行うため）

・流入境界を貯水池の末端（河川部分）としたモデル
（年間を通じた予測では、貯水池3km地点での境界条件を設定することが困難なこと、境界条件の与え
方によっては、予測結果が大きく変わるため）

・奥矢作揚水発電水の出入りをモデル化
（年間を通じた予測をすることから、貯水池水質変動が小さい平常時において、揚水発電水の出入り
による貯水池内の水温分布の変化等を考慮する必要があるものと考えられるため）

これらにより、年間を通じた対策施設の評価が可能となる。

・事業効果の算出及び運用方法の検討を行うためには、年間を通した
予測が必要である。
・貯水池中層部分の水温上昇を再現する必要がある。
・近年の流入地点の出水時水質データがない。（H15調査予定）
・S62,H1に流入地点の出水時の粒度分布データがあるが、細かい粒
径の割合が高い。（H15調査予定）

■これまでのモデルの特徴と課題

■留意事項

■モデルの変更点



2-2-3 予測モデルの概要

前節の変更したモデルの概要を以下に示す。

(1) 計算期間：平成11～14年の4ヵ年
(2) 貯水池形状：H13年の測量結果より縦断方向400ｍ間隔、鉛直方向2ｍ間隔で

データ作成

←矢作ダム

図2-6 貯水池ブロック分割

福原自動観測所



矢作ダム管理月報より、計算開始の貯水位のみを与え、以降は管理月報
の流入量と放流量より計算で求めた。なお、出水時については時間データ
で与えた。

(3) 貯水池運用

矢作本川 ： C=0.203Q1.031 、 段戸川 ： C=2.13Q1.031

ただし、C=濁度
Q=流量（ｍ3/ｓ）

(4) 流入条件

流入濁度は、流入量と濁度の関係式、流入水温は福原自動観測データで
与えた。



(5)代表粒径の設定

2μm 4μm 8μm 15μm

0～30 30 1 23 46

30～50 22 5 25 48

50～70 20 6 26 49

70～100 18 6 27 49

100～200 15 7 28 50

200～400 12 8 29 51

400～700 10 8 30 52

700～1000 9 8 30 53

1000～2000 7 8 31 54

流入濁度
粒度分布(%)

表2-4 粒度分布の設定



(6) 気象条件

貯水池の水質予測に必要な気象条件は、気温、日射量、風速、湿度、雲量
の5項目であり、ダムサイトの観測値を与えた。

(7) 取水放流設備

取水放流設備の高さは、以下の値を与えた。

・クレストゲート敷高 ：EL.292.0ｍ
・コンジット敷高 ：EL.253.6ｍ
・選択取水設備上段取水深：実績の取水深（概ね貯水位－6.0ｍ）

下段取水深：EL.265.3ｍ



2-3 濁水軽減対策の比較検討

対策場所 流入河川対策 

対策方法 清水バイパス 

概  要 

出水後、流入河川の清水を
ダム下流へバイパスする。 
 

矢作ダムの状況

と 

対策の関係 

対象流量を大きくした場
合、土砂対策と関係してくる。

対策効果 

 流入河川の清水をパイパス
することから、バイパス水量
≧取水量の場合、確実に効果
が得られる。 

工 事 費 大 

 

放流先は、貯

水池内放流と、

ダム下流への

直接放流とが

ある。 

対策場所 流入河川対策 

対策方法 清水バイパス 

事例 

濁水長期化現象の軽減及び
土砂対策を目的とした、旭ダ
ムの排砂バイパスの事例あ
り。下流河川の濁水長期化現
象が軽減されている。 

問 題 点 

・費用がかさむ。 
・直接、下流へバイパスする
場合は減電となる。 

・バイパス水量と取水量のバ
ランスを調整する必要があ
り、運用が複雑になる。 

バイパス水量≧取水量の場
合、確実に濁水対策効果が得
られるが、対策費用が高い。
 

総合評価 

○ 

 

表2-6 矢作ダムにおける濁水軽減対策の抽出：流入河川対策



表2-6 矢作ダムにおける濁水軽減対策の抽出：貯水池内対策①

対策場所 貯水池内対策 

選択取水設備 
対策方法 

任意水深からの取水 

概  要 

濁水の軽減を図るために、
取放水操作によって貯留され
る濁質物質の総量を低下さ
せ、出水後は濁度の低い層か
ら選択的に取水する。 

 

矢作ダムの状況

と 

対策の関係 

 現在、上段と下段の２箇所
から取水できる選択取水設備
が設置されている。 

対策効果 

 出水により貯水池水が完全
混合しなければ、選択取水設
備の効果は得られるものと考
えられる。 

しかし、現在の施設との効
果の差が、あまり得られない
ものと考えられる。 

 

工 事 費 中 

 

対策場所 貯水池内対策 

選択取水設備 
対策方法 

任意水深からの取水 

事例 
多くの事例があり、その効

果も認められている。（厳木ダ
ム、早明浦ダム等） 

問 題 点 

・貯水池内が完全に混合する
場合については、効果が期
待できない。 

・取水深の切り替えに労力が
かかる。 

選択取水設備では効果が得
られない頻度が高く、現在の
施設の効果との差が、あまり
得られないものと予測され
る。 

 

総合評価 

△ 

 



表2-6 矢作ダムにおける濁水軽減対策の抽出：貯水池内対策②

対策場所 貯水池内対策 

選択取水設備 
対策方法 

ひさしの設置 

概  要 

流入部分にひさしを設置す
ることで、流動層厚が薄くな
ることにより濁水層の巻き込
みを最小限に押さえ込むこと
が可能となる。 

矢作ダムの状況

と 

対策の関係 

 現在、上段と下段の２箇所
から取水できる選択取水設備
が設置されている。 

対策効果 
現施設にひさしを設置した

場合、若干の効果は期待でき
るものと考えられる。 

工 事 費 小 

 

対策場所 貯水池内対策 

選択取水設備 
対策方法 

ひさしの設置 

事例 事例はない。 

問 題 点 

・ひさしの設置は、流動層厚
が薄くなることにより、若
干の効果が期待できるが、
大きな効果は期待できない
ものと考えられる。 

・貯水池内が完全に混合する
場合については、効果が期
待できない。 

ひさしの設置は、流動層厚
が薄くなることにより、若干
の効果が期待できるが、大き
な効果は期待できないものと
考えられる。 

総合評価 

△ 

 



表2-6 矢作ダムにおける濁水軽減対策の抽出：貯水池内対策③

対策場所 貯水池内対策 

対策方法 分画フェンス 

概  要 

貯水池内の横断方向にフェ
ンスを設置することにより、
貯水池内の流動を制御し、濁
水の軽減を図る。 
 

矢作ダムの状況

と 

対策の関係 

 揚水発電の取水（放流）口
はダムサイトから 2.5km 地点
であり、この付近でのフェン
スの設置は避けることが望ま
しい。 

対策効果 

 選択取水設備と併せた運用
により、効果は得られるもの
と考えられる。 
 

工 事 費 小 

 

対策場所 貯水池内対策 

対策方法 分画フェンス 

事例 

浦山ダム、石手川ダム等の
事例があり、その効果も認め
られている。川治ダムは、高
さ方向 13ｍ膜で平成 15 年度
に設置している。 

問 題 点 
・特になし。 
 

ある程度の効果が得られる
ものの、清水バイパスよりは
劣る。 

分画フェンスは、コストパ
フォーマンスが最も優れてい
る対策と考えられる。 

総合評価 

◎ 

 



表2-6 矢作ダムにおける濁水軽減対策の抽出：貯水池内対策④

対策場所 貯水池内対策 

対策方法 選択流入設備 

概  要 

洪水時の流入水をほぼ確実
に貯水池下層部へ導く設備で
あり、取水後は表層から取水
することにより、濁水の軽減
を図る。 

 

矢作ダムの状況

と 

対策の関係 

－ 

対策効果 

選択取水設備と併せた運用
により、効果は得られるもの
と考えられる。 
 

工 事 費 中 

 

対策場所 貯水池内対策 

対策方法 選択流入設備 

事例 事例はない。 

問 題 点 

・効果を得るためには、貯水
池内導水を貯水池深層まで
伸ばす必要があり、施工性
の問題がある。 

・比較的費用がかかる。 

ある程度の効果が得られる
ものの、清水バイパスよりは
劣る。 

また、施工性の問題があり、
比較的費用がかかる。 

総合評価 

○ 

 



2-4 今後の調査予定

(1) 富栄養化の検討

(2) 濁水・富栄養化軽減対策の詳細検討

(3) 対策評価のためのモニタリング


